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Recently interior designs tend to become bolder. Under such circumstances a sense of the structural 
mechanics is an important element of bold interior designs. It is indispensable not only for the security side 
but also the design and low cost. If a designer does not have knowledge of the mathematics, he should get 
such knowledge. I think it is possible to get it by utilizing graphs, because graphs develop intuition about the 
structural mechanics. There are many interior designs to adopt, but at first we should focus on the design of 





























































図 4 　ワシリーチェア 図 ５ 　チェスカチェア










強化プラスチック Fiber Reinforced Plastics）による一体成型でリ･デザイン2３）した椅子がフェルナ ・ー












は MultiFrame（Version 8.52）フリー版を用いて解析する。MultiFrame はマトリクス変位法による

















（ １ ）　断面 ２ 次モーメント
断面 2 次モーメントは、部材の変形に対する抵抗力を表したもので、断面の微小面積要素と、軸
からの距離の 2 乗の積の総和として求める。記号は I、単位は長さの ４ 乗（通常 cm4）で表される。





軸から縁までの距離で除して求める。記号は Z、単位は長さの ３ 乗（通常 cm3）で表される。鋼管
の場合、D を外径、d を内径とすると、Z ＝ π（D4－d4）÷ ３2D となる。この値が大きいほど、曲げ
に対する抵抗力が大きい。デザイナーに感覚的に把握してほしい点は、「曲げ強度は鋼管の外径の
３ 乗に比例する」ことである。
（ ３ ）　断面 ２ 次半径
断面 2 次半径は、部材の座屈に対する抵抗力を表したものである。座屈（Buckling）とは、椅子
の脚などの細長い部材が圧縮力を受けた時に折れ曲がって破壊に至る現象である。断面 2 次半径は
断面 2 次モーメントを断面積で除した平方根として求める。記号は i、単位は長さ（通常 cm）で表
される。鋼管の場合、D を外径、d を内径とすると、i ＝√（D2＋d2）÷ ４ となる。この値が大きいほど、
座屈に対して抵抗力がある。デザイナーに感覚的に把握してほしい点は「椅子の脚の圧縮強度は、
























回は、この鋼管を肉厚1. 9mm の JIS G 3444一般構造用鋼管（管種記号 STK400）として解析した。
STK400の材料規格は設計基準強度（F 値）＝2３５N／mm2、ヤング係数 E ＝2. 0６×10５（N／mm2）で
ある。外径21. ７mm 肉厚1. 9mm の部材の断面性能は、断面積 A ＝1. 1８cm2、断面2次モーメント I





積載荷重（人間の体重）は８0kg とし、これが上面 2 本のフレームに均等に作用するものとした





































あたりの剪断力、すなわち剪断応力度は、剪断力を部材の断面積 A ＝1. 1８cm2で除したもので、最
大値は４0kg÷1. 1８cm2≒３４kg／cm2となる。これと、部材の許容剪断応力度を比較する。構造用鋼材
STK400の短期許容剪断応力度は F ÷√ ３ ＝2３５N／mm2÷ √ ３ ＝1３６N／mm2であり、 1 kgf ＝9. ８N









断面係数 Z ＝0. ５４cm3で除したもので、最大値は900kg･cm÷ 0. ５４cm3＝1６６７kg／cm2になる。これ
と部材の短期許容曲げ応力度とを比較する。構造用鋼材の短期許容曲げ応力度は F ＝2３５N／mm2




































場合の変形量の遷移をグラフ化した。図22は鋼管の外径を21. ７mm から ± 0. ６mm づつ11段階に変






の変形量の遷移をグラフ化した。図2３は鋼管の肉厚を1. 9mm から ± 0. 1８mm づつ11段階に変えて
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